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有線放送 諸施設ほ

言

山漁村など通信連絡の不便な地

域を対象として考えられたものであって,

入省相互の通話

言如こよる加

絡のほか,農事放送などの一得知通報も

できる上,なによりも安い費用で設置できることが特長

であって,今やこれら地域の必需施設となっている｡

したがって施設の保守が確実であり,運用が適切であ

ればその効果が十分に発揮でき,この施設から受ける有

形無形の利益はばく大なものである｡まず,そのために

ほ施設の計両の当初の研究と,その後の保守が大切であ

ることはいうまでもないしJたとえば,経費の大部及占め

る線路 の節約を図るのあまり,必安な規格を保持で

きないような粗 な汽材で二【二番を施行すると,かえって

保守の而で思いがけぬ費用を要し,いかに機械が優秀で

も全休として十分の活用をほかり得ないことにもなる｡

保′#の要点の第一ほ,施設の現状を常に把握して動

†′ドの完全を期し,良好なサービスを確保することを主眼

に,障曽を･事前に予防■するた#),ぷ制約な.軋験,巡回お

エぴ∴〔し検を怠らないことであるし､~卜ざ己に ることほそ

の･-▲例であって,施設の状態によF)頚1･､㌧的に封両し冥漉

すべきものである｡なお本邦機片;手,宅内機器の保亡､1:,点

検方法,障害発見,修理力法などの詳紳についてほ,別

の機会に譲ることとする｡

施設の中で修理を要するものを発見した場合は,その

つど修玉里し,やむを得ず仮修理を行った場合は,すみや

かに 修理を行う必要がある｡なお定期試験,巡回保持

ほ簡明に記録しおき,矧こ不良施設箇所ほ計画的に修理

を行わなければならない

2.一般白勺注

保守lこ〃)-･般的な注意を列挙すれほ次のとぉりで(¢,

るし,

(1)本部装置および宅内装置は廉妖や湿気をきらう

*
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木

那

設

眉
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偲寺用 工 買

予 備 品

其 の 他

今寺殊設置
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田
置

萄放電言ま緩 機租 l教副 l機種｣l数量 lスピーカ頻量

力]人名保安畳

其 の 他

綿

絡

偽

繰

柏

類

綿柏 反さ /方 廉窟櫓 長さ ノ乃

田

四

田

幹線用 長さ 〝 東口 ぐ仰 衣 幹線用 忘さ 椚 東口 仁椚 木

木 木

木 木

才女線用 ム ヰ長挽用 本

●‡ 丸

引込棟用 本 引込搾弼 木

丸 木

腐太 絹別Ii数茅 頼潮 l駄顎Il那りl 教室l
石弓子

累月州

笥√乃他

第1国 有線放送設備原簿の一例

ので常に清浄に保つよう心掛けること｡

(2)機器装置類はH光の直射を避け,カーテンその

ほかで直射をさえぎるなどの配慮をすること｡

(3)機器の接続変更,部品定数~変~軋 調 な ど新一■1

知蔵な必要とする改修ほ必ず刑‖】の技術者の手で行う

ノい,迂たはこれと相談して処指すること｡

り)加入者宅の引込線変東新.設や.電話機の設帯場

所変更なども加入一都こ行わせず,j■l~t作者を決めて行う

こと｡

(5)予備品,付属品などはよく点検して整備補充を

行い,障害発生の場合に即応できるようすること｡
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ほ=j甘卍文
必要である｡

3･2 業者を決めてこれが保守を行う

場合

下記項目内容を十分考慮Lて決めるこ

とが必要である｡

(1)保守員は所在地より現場まで,

一般交通機関を利田し,約1時間くら

いで行ける区域でなければ, 際問題

(彰一OE口内数字は回線数

し匝1-･口川内数字は力]人名数

第2図 配 線 系 統 図

(6)諸記録を確実に作成し,施設の状態を把握して

重点的かつ計画的な保守ができるようにすること｡特

にどんなわずかなことでも必ず記録に残しておくこと

が必要である｡

3.保守依託の方法

3.l一般自勺事項

施設工事施行中に施設者と工事施行責任者との間で打

合せを行い,完成後の保守について施設者側が行うか,

工事者が施行するか,またその範囲など具体的に取り決

めることが必要である｡定期精密試験など組合した専門

知識を要するもののほかほ,たとえば線路経由地の若干

の 更,増設,拡声装置の簡単な故障発見修理など,も

よりの電気工事業者,ラジオ店などでできる範囲のもの

ほあらかじめ契約しておくことが便利である｡施設者側

で保守する場合は,保守の責任者をきめ,工事中に要領

を覚えてもらい完成後の保守ができるようにすることが

として適切な保守ほ望めないと考えね

ばならない｡

(2)保守者が遠隔地の場合ほ線路宅

内の一般的保守についてだけほ現地居

住者に依頼すると便利である｡

(3)全面保守依託の場合は,少なく

とも1箇月間に1回以上の巡回保守を

必要とする｡

(4)保守内容は点検試験の項を参考

として依託範囲を具体的にとりきめ

る｡

(5)保守ならびに障害修理,または

引替えによるすべての材料ほ,施設者

仰が保守予算で手配するか,保守引受

者が一括保守料に含むかなどの件につ

いて施設者側と相談の上決定を要す

る｡

(6)保守に必要な喜美頁の作成整備に

ついてとりきめ,受託保守引受老は必

要の書類匿巡回時記入し施設老側責任

者に提出し承認を受けること｡

月別障害の統計表を作成し,重点保守,計画保

料とすること｡

突発的障害の場合,施設者よりの修理依頼

により保守引受者ができる限り早く修復する方法をは

っきりさせておかねばならない｡

3.3 二施設者側が保守を行う場合

(1)保守者を工事前に定め,工事に参加し技術を修

得すること｡

(2)施設者において保守予算をたて,実状に即して

重点的な計画をたてることが必要である｡

(3) 門技術的な保守についてほ,依託業者をきめ

これに依挺することが必要である｡

(4)そのほかについてはヰ.2を参照して具体的にと

りきめることが必要である｡

4.保守の方法

保守者はさきにも述べたように,障害を事前に予防し,
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かつ修理を行わなければならない｡Lかし有線放送 話

施設ほ,交換機,拡声装置,線路とそれぞれ専門的には

かなり相違した分野にまたがるので,保守者がこれらす

べてを行うことほ非常にむずかしい｡よって,定期的な

試験,点検を行って,事故に対する判断を行い,専門的

な修理ほ依挺するようにした方が望ましい｡

4.1保守の基準値

障害ほ定時障告と不定時障割こ分けて考えられる｡定

時障告とほ定期的に試験点検をする場合,発見した障習

を指し,定期的健康診断において早期発見した体の故障

ともいうべきものである｡

不定時障害とは定時障害以外のもので,医者に駆けつ

けねばならぬ病気に相当するものである｡

常々定期 験および点検を怠らず,僚f一日不能に至る前

に事故を防止することが肝要であって,適切な予防措置

を講じておけば発病して手遅れになることが少ないと同

じである｡

本部 置,線路,宅内設備の不定時障胃の合計ほ弟1

表程度に抑えることを目 とすべきである..すなわち,

電話機数500個ある施設でほ月間50件以下でないのほ賀

常であり,なんらかの 原因が んでいると考えて,定期

験,点検を強化するか,機器の不備,老朽,工事の不

完全,材料選択不適切,取扱者の粗雑などが理由でない

か根本的にその原因を除くようにすべきである｢)

有線放送 諦施設の保守

第1表 障害許容値の標準
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分

不定時障害

単 位

1月開通算屯講機10台あたり

第2表 定期試験および点換表

障害許容値

試験および点検項臼

1.本吉B設騰の試験および点検

1.1交換機各種回路試験

1､2 電力設備(電池整流路上点検

2.緑路の巡回点検

3.宅内設備の点検

;･!■

周 期

動作確認試験的なものほ日放

精密試験的なものほ6箇月に1巡

6箇月に1巡

6箇月に1巡

6箇月に1巡

第3表 本部装置の点検表

確 認 事 項

交換機
接続紐

プラグを交換
機の試験ジャ

ックに挿入

交換機の夜間

電鍵を夜間警

報側にする｡

5!孟護送

6 ∴粁電池

7 保安旨旨

呼出プラグを

試験ジャック

に挿入し,呼
出電鉦を呼出

側に倒し,交

換用送話器に

向って話す｡

呼出電鍾による呼Ⅲを行い,呼出音が明
瞭であること｡呼出中に送受器をはずし

てスピーカ音が小さくなること｡■百子J項の
状態にして強制電腰を操作しふたたびス

ピ←カ吾が大きくなること｡通話を行い
明瞭であること｡

連続信号でベルが明瞭に,とぎれること

なく鳴動することい断続信号で1～2秒
間鳴動すること｡

毎日

普通の調子で話し,出力計が5～6Wの

目盛に振れ1項を満足すること｡

音量調整器の動作は円滑かつ確実でつま

みを回したとき雑音が発生しないこと｡

放送器の切換

スイッチを予

備細I一にする｡

放送機の

〉カスイッチ
を断とする｡

予備の交流およぴi庶流の場合3項と同様

であること｡

ラジオを受信し,川プルベル計が50W近
く振れること,またラジれアンプ1,アン

などに試聴を切り番えたとき音にひ

くなほぼ同一Jキ量に聞えること｡マ

イク放送としマイクに音声を入れたとき

出力のレベル計が50W近く振れること｡

青畳調整器の動作は円田かつ確実でつま

みを回したとき雑音が発生しないこと｡

毎日

毎日

蓄電池了E圧を読み22～26Vの問にあるこ

と｡おのおの電槽の液が極板上まである
こと｡

ヒューズ連子官界の取付けは確実であるこ

と｡また避雷器の動作しているものほ交
換のこと(ただし風雨の強い日ほ行わぬ

こと)｡雷嵐の後ほ点検のこと｡

第4表 線路 の点検表

毎日

毎週

項番匡媚所序法

1r電
蛙l碧警に

線 条
視察に
よる

認 事 項

傾斜の有無

基薦が地すべりまたほ土木二工事で崩れていな
いか

支線のゆるみ有無

腕木または取付金物の取付ゆるみ

碍子の破損有鯉

ゆるみまたは支持物がはずれてショー･-トの危

険有無

くもの巣,凧糸,枯枝などの引懸りの有無

電灯線,はかの通信線および樹木と接触,ま

たほ50cm以内の接近の有無
特別高圧線の保護網のゆるみ有無

ケーブルメッセンジャワイヤの接地線の断線
有無

注:帆水害,火災などの天災があった場合ほそのつど実施すること
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第5表 引込線および宅内設備の点検衰

屋内緑
視察に
よる

視察に
よる

注:1.

2.

断線,劣化∴被乾板椒の有無(ステップルの
打ちすぎにfll意のこと〕

ドア一陣子などの開閉により損傷の有無

水蒸気,煤などによる線の劣化有無

竃打線と接触の有無

配線のゆるみの有無

ネズミなどによる劣イヒまたほ損傷の有無

布触のはずれまたほ損傷の有無

ヒューズ避討器がなかったり規定外品の根付
イj~無

地気の断線または椒什不良の有無

卓卜形のローゼットの取付けまたは壁掛形の

坂什ゆるみ右転

送受器またほケースに破船またはき裂の有無

コードの破損有無
フックスイッチ動作の良否

スピーカの音丑の変化有無
音量調節抵抗器動作の良否

通話音の感度良否

宅内設備ほ加入者が勝手に移動したり加工したりすること

があるので十分念入に点検すること｡

6箇月に1回の周期とは全設備を6箇月日に1巡すること

をいう｡

第7表 試験器類一覧表

第8表 工具 叛 一 覧 表

名 l数量l 記 事

1JB)こ廿小道其 1式

電気こて,はんだl2式

建 桂 川 二1二其!.1式

電々公社仕様2けA小道其が最適

l勺袴品 ネジ回し2,丸ベンチ,ニッパ

平ヤソトコ,など訂10.た袋人

次のも¢)があることが望まLい

シャベル

地固 め

ハ ン′ マ

梯 子

小道具箱

2 つるはし 1

1 胴 綱 1

1 両刃鋸 1

1 麻ロープ 20m以上

1 角ペンチ 1

ぷ婁鮎拭鹸,定期巡回により発見されたものは,定時陣

営として別に管理することを要し,また障習作数ほ1原

1月l什と数える｡すなわち線路が1筒所断線したために

加入者20戸が通話不能となった場合にほ,通話不能20†′ト

とせず,線路障害1件と数えるのである｡

五2 定期試験および定期点検

遥期試験および定期点検ほ弟2表に掲げる 度の周期

第6表 保守月用;.～71一覧表

l禾 分

交換機

関 係

町

i増帖器
装;関 係

ヒューズ

プ ラ グ

コ ー ド

種 別

1.33A

llO号

ラ ン プ 2り~CW

真空管 各 種

ヒューズ 綺形各種

蓮沼水

ヒュ←ズ

稀硫酸

ヒヨークンケーブ

/レ

Rlつ ワ イ ヤ

枝線川PVC娘ま
たは鉄線

腕 木

ヒョー一夕ンRDワ

イヤささえ金具

支 線 H】鉄 線

ガイシ,ガイ管類

犀l勺 P＼rC 綜

ジ ー㌣
ン パ 紘

スリ
ーブ類各種

テ
ー

プ類各種

ボルトナット各種

教 具

使用数と同数

1座席あたり2

赤白各便用数の半ぶこ

使用数の5分の1i産

使用数と同数

綾川数と同数

4リットル程度

使用数とl司教

適 当 量

30 組

使用昆の1%程度

記 事

ただし同一品種の

もの3本以上の場

合は使用数の半数

最低2本

30回線あるいは40
回線の場合

20筒すなわち10回
線分程度

30加入者分(1回

線加入者数相当)

が高圧接触などで

一斉断線の場合を

考慮して

10kg

各20個程度

′l一に話機1台あたり1111

1回線あたり 0.3171

ケーブル規は最長

柱間距離1箇所を

架け替えるだけの

長さを最低品:保有

することが望まし

い｡なお左記数見

は保守の実績を参

考として適宜補正

することが必要で

ある｡

を標準として実施する｡点検の具体的内容の一例を第3

～5表に示す｡

4.3 試験器,エ具,保守用部品

布線放送電話設備の保全上必要とする機械器具,およ

び工事用材料は常に確保しておき, 害復旧に即応でき

るようにしておかなければならない｡必要とする品目数

副よ第dへ9表に掲げるとおりである｡

験器, しも設置者側に二机､て備えてお

かないまでも,保′七三受託業者が定期試験,定期巡回およ

び点検ならびに障害

あればその業者の事

支障のないように用意して

所に備えておけばよいのである｡

ただし予備品,保守品は施設者が準備し,障害の修理復



旧に際しただちに坂 修理できるよう

にすることが必要である｡

4.4 設備原簿,図面などの整備

保守の万全を期し,施設の

営を図るためにほ施設の全容が一見し

て理解でき,また具体的な活用を図る

に優な各種≠㍗眼を備えておくことが必

要である｡

これは常時正確に補正を行い,整備

を完全にしておくべきもので,施設の

内終,現状が明確に把視でき,保全の

ための子f7動状況が明らかになるように

しておき,設備の弱点もわかり,保′1:

の重点の認識と計画がこれによってた

てられるようなものであることが必要

である｡

整備すべき書掛としてほ第10表に

掲げるものがあげられる｡またその具

体例は別図に示したとおりである｡

5.結

有線放送 話施設

有線放送電話施設の保守
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第4図 障 修 理 簿 の
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第10表 保守に必要な書類の一覧

項番】名
称 内容性格 詳 細

は,公共的性格が強いものだけに,

その保守の良否ほ直接に加入者の経済生描に響いてくる

問題である｡本篇に掲げたのは保守の考え方と,これを

運営するに役だつよう二,三の具体例を

て,

つあでのた

にほより具体的に,綿掛こして行きとどいた保

守を行い,施設の良さを十二分に発揮できるようにしな

ければならない｡

第9表 予備品類一覧表

品 名

先 占舌 機

交換用送受器

数 量

電話機

100台ま

たほその

端数ごと

記 事

たとえば卓上形270台,壁掛形160吾,箱

形70台,計500台が設置されているとすれ

ば卓上形3台,壁掛形2台,箱形1台の予

施用電話機を用意し故障の際とりあえず修

理完まで交換,あるいは増設の要求に即応

しうるようにしておくことが望ましい｡

施設の大略ま
とめ表で資産
台帳ともいう
べきもの

実装図,布鯨
岡,回路図,
継電器調度表

実装図,回路
図,使用真空
管ソケット表

回 路 図

三/し

fi又 の配線の
概略を図示し
たもの

線路について
特に明細に因
に示した形の
もの

組
申
.＼

喜
員からの
内容,武

験状況および

施設の内容,機器,数量,経年な

どを記載したもの

施設の中心をなす各機器装置煩の

明細図ともいうべきもので工事設

計,工事計画などにあたり技術上

欠くべからざるもの,これは納入

機器に説明讃の形で添付する

電話機の配置状況を簡単に回線系

統別にあらわすもの

ケーブル,裸繰,RDワイヤなど

電線の架設状況,電柱の建柱位置,

柱間距離,端子箱および配線箱の

対数ならびに取付位置,電話機引

落位置などを図示したもの

定時障害,不定時障害は色別など

により管理して保守の重点を知り

保守計画,保守用品の準備などの

資料となるもので,できる限り状

況原因対策などについて明記して

おくもの
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